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選考採用向けパンフレット

令和５年１月
近畿農政局 消費・安全部



消費・安全部の理念と目標

１．農場から食卓までの安全管理の徹底を通じた食品の安全性の向上

２．食品表示の適正化による消費者への的確な情報の伝達・提供

３．家畜や農作物の病気や害虫のまん延防止による食料の安定供給

４．消費者をはじめとした関係者との情報・意見の交換と施策への反映

５．望ましい食生活の実現に向けた食育の推進

基本理念

「消費・安全部」は、消費者の視点を大切にして国民の健康を守ることが

何よりも重要であるという考え方の下で、「食」の安全と安定供給を確保し、

消費者が「食」に対する信頼感を持てるような政策を実施します。

2

目標

基本理念



消費・安全部の業務

肥料等の
安全性確保

食育の推進
消費者等の
相談窓口

食品表示の
適正化

米穀の
流通監視

牛及び牛肉の
トレーサビリティ植物防疫に

関する業務

農薬の
適正使用

家畜・養殖
衛生対策

消費・安全部の
主な業務

３

飼料・ペットフード・
動物用医薬品等の

安全性確保



消費・安全部の組織 （令和５年１月現在）

４

農林水産本省

東北農政局

東海農政局

関東農政局

北海道農政事務所

北陸農政局

中国四国農政局

九州農政局

近畿農政局

消費生活課

米穀流通・食品表示監視課

農産安全管理課

畜水産安全管理課

局 長

次 長

企画調整室

消費・安全部

生 産 部

経営・事業支援部

農村振興部

統 計 部

総務管理官

地方参事官

地方農政局等

沖縄総合事務局
（内閣府）

消費・安全部には４つの課が
あります。次のページから
各課の業務内容を紹介します。



消費生活課

５

【食育の推進】
食育推進基本計画の目標達成や重点課題
の解決に向け、局独自の取組の他、近畿
の地方自治体、栄養・学校関係者及び
食品関連事業者等と連携した食育を推進

各課紹介

◆近畿農政局独自の取組②
「【近畿農政局】
学生おべんとうコンクール」

令和２年度から、若い世代が「食」に
対する意識を醸成することを目的とした
コンクールを実施しています。

【近畿農政局】学生おべんとうコンクールチラシ

◆近畿農政局独自の取組①
食育関連のイベントの企画

令和４年度は「京の食文化を次世代につなぐ料理＆
トークショー」を開催しました。



消費生活課

６

◆近畿農政局独自の取組③
『みどりの食料システム戦略』動画PR

「『みどりの食料システム戦略』のために、
私たちができること」のPR動画を作成し、
スーパーの店頭で1か月間、動画で広報活動
を実施しました。

各課紹介

スーパーでのイベントの様子 「消費者の部屋」での展示

【意見交換や情報提供】

・食の安全に関する正しい知識の普及と
消費者の信頼確保のため、セミナーを実施

・消費者団体等からの要請に応じた講師派遣

・農林水産省の施策等について展示した
「消費者の部屋」を農政局内外に設置

・食と農について楽しく学べるWebサイト
「こどもMAFF」の開設・運用

【消費者からの相談対応】

消費者相談窓口を設置し、 消費者から
の問合せ等に対応



【立入検査の実施】

・食品を扱う対象事業者に対し、食品の表示
や取引記録等の保管が適正に行われている
か、法律に基づき、抜き打ち検査を実施

・疑義情報（産地偽装・不適切な食品表示等）

に基づく立入検査の実施

・食品の産地・品種等をDNA鑑定等の
科学的分析により検証

◆対象事業者
生産者、卸売・製造業者、小売業者、外食業者 等

◆対象法律
食品表示法、JAS法、食糧法、農産物検査法、
米トレーサビリティ法、牛トレーサビリティ法、
水産流通適正化法

米穀流通・食品表示監視課

７

各課紹介

◆立入検査で産地偽装が発覚した事例

令和4年には、食品表示法に基づき、近畿農
政局が行った立入検査により、食品加工会社
Aが中国産ウナギを国産と偽って販売したこ
とが確認され、表示の是正と併せて、原因の
究明・分析の徹底、再発防止対策の実施等に
ついて指示を行いました。

その他、近年は、あさり・ごぼう等の産地偽
装や不適切表示が話題になっています。

中国産を国産と偽装

食品加工会社A 近畿農政局

・表示の是正
・原因の究明
・再発の防止



８

【疑義情報や相談の受付業務】

・食品の表示に関する疑義情報の受付

・米トレーサビリティ法、
牛トレーサビリティ法等の相談対応

【制度の普及・啓発】

・米トレーサビリティ法、牛トレーサ
ビリティ法等の普及・啓発

・水産流通適正化法（令和4年12月施行）

の普及・啓発

◆食の安全を守るために！

食品を取り扱う事業者が、食品の表示を適正に
行っているか、また、米・牛肉等の産地表示や
流通・保管記録等が、正しく行われているか、
法律に基づいた立入検査を行い、監視・指導・
普及啓発を行うことで、消費者の食の安全を
守ります。

把握した疑義情報については、当課の職員が
事業者へ出向き、立入検査や科学的分析結果等
により、原因を究明します！

米穀流通・食品表示監視課
各課紹介

適正に表示
されている？

立入検査の様子

食品表示例



農産安全管理課

９

【植物防疫に関する業務】

植物に有害な動植物の海外からの
侵入警戒、国内の蔓延防止対策のため
の業務

【農薬の適正使用に関する業務】

・農薬の使用状況及び農産物の農薬残留状況
の調査及び農薬使用に関する指導

・農薬として使用することができない除草剤
の販売点検（右下写真）

・くん蒸（*）による農薬使用者及びゴルフ場
における農薬使用者からの農薬使用計画書
の受理

【生産安全関係業務】

・農産物における有害化学物質・有害
微生物の含有実態調査及び低減対策の
普及啓発

・農産物の安全性確保に向けた情報発信
及び情報収集

各課紹介

（＊）
密閉された施設内で農薬を
ガス化させ、殺虫・殺菌を
行うもの。



【肥料の品質確保に関する業務】

・肥料の登録更新、届出の受付業務

・肥料製造事業場への立入検査及び指導等

農産安全管理課

１０

◆肥料の生産、輸入、販売をするには？
肥料法により、肥料の種類ごとに、含有すべき主成分
量、含有を許される有害成分量等が定められており、
この規格を満たした上で登録又は届出をしないと、
生産・輸入・販売ができません。
販売にあたっては、成分含量や原材料等の情報を保証
票に記載し、製品に添付することが定められています。

各課紹介

◆肥料の品質を確保するために！
届出受付のほか、肥料業者へ抜き打ち
の立入検査を実施し、保証票の表示が
正しく記載されているか、生産・出荷
等の記録が整理、保管されているか等
の確認をしています。

肥料保証票イメージ



畜水産安全管理課

1１

【牛トレーサビリティ制度
(生産段階)の監視・指導】

牛の個体識別情報（耳標の
装着・出生・異動・死亡の
届出等）に関する管理及び
指導

【特定家畜伝染病対策】

鳥インフルエンザ・豚熱等の特定家畜伝染病が発生
した場合、本省及び発生府県と連携して早期の防疫
措置や周辺地域へのまん延防止対策

【飼料等の安全と
品質の確保】

飼料及び飼料添加物の製造
業者、輸入業者等の届出の
受付、立入検査等を実施

◆鳥インフルエンザとは？
インフルエンザウイルスによる
鳥の感染症です。ニワトリ等が
感染すると、元気消失、肉冠の
壊死（写真）等の症状が表れ高
い確率で死亡する伝染病です。

◆万が一、発生したら？
本省及び府県と連携して、防疫措置（殺処分・焼埋却・消
毒）の支援を実施します。また、混乱を未然に防ぐため、
適切な情報提供も同時に行います。これらの対応は24時
間体制で取組んでいます。

各課紹介



畜水産安全管理課

1２

【ペットフードの安全確保】

犬及び猫用のペットフードの製造・輸入業者届
出の受付、立入検査等を実施

【動物用医薬品等の安全確保】

動物用医薬品・医療機器等の
製造販売業許可申請等の受付
及び許可証等の発行業務

【自由販売証明書の発行】

国内で製造される飼料、ペット
フード及び飼料添加物の輸出に
当たり、輸出相手国へ自由販売
証明書（＊）の提出が必要な場合、
申請者（輸出者）に対して証明
書を発行する業務

（＊）国内で自由に製造・流通していることの証明

◆愛がん動物用飼料業者届とは？
ペットフードの製造又は輸入の事業開始前に、国へ
提出しなければならない届出書です。

◆愛がん動物を守るために！
ペットフードの名称・賞味期限・原材料名・原産国
名・事業者及び住所を日本語で表示する義務、帳簿
を備付ける義務、成分規格や製造方法の基準が定め
られています。
それらが守られているかを確認す
るために定期的に事業者への立入
検査を実施しています。

各課紹介



選考採用者インタビュー
消費・安全部に配属された選考採用者の担当業務や一日のスケジュールを
紹介します。

② R３年度採用 農産安全管理課 副産物肥料管理係長

① R４年度採用 米穀流通・食品表示監視課
米穀表示監視第２係長

③ R４年度採用 農産安全管理課 有害微生物管理係長

④ R４年度採用 畜水産安全管理課 生産資材監視係長

1３



1４

① R４年度採用 米穀流通・食品表示監視課 米穀表示監視第２係長

8:30

17:15

12:00

13:00

10:30

退勤

昼食

メール確認・書類審査
疑義情報や検査の進捗確認、報告
書審査、本省・拠点との連絡調整

出勤

報告書作成・打合せ
立入検査の報告書作成、
次回立入検査の調整・打合せ

とある一日のスケジュール

試料の作成・送付
米の品種判別を分析機関へ依頼
するため、試料を作成し送付

立入検査の実施
食品表示等の調査確認のため、
事業者へ外出

16:00
皆さんへのメッセージ

職場環境について

今担当している業務は？

農水省を志望した理由は？

食品表示等についての立入検査の実施、検査報告書の作成・審査業務
を中心に行っています。所属する班では、米穀の食品表示が適正なも
のであるかを確認するため、一般に販売されている袋詰米穀を抜き打
ちで買い上げ、表示内容を確認しています。

農水省のビジョン・ステートメントに共感し、これまでの社会人経験を
活かして貢献したいと考えたためです。

京都という自然豊かで落ち着いた環境の中で、四季を感じながらお仕事
させて頂いています。歴史スポットや観光名所へのアクセスも良く、
美味しいお店も沢山あります。本局の監視課は、比較的大人数（約60
名）の課ですが、皆で協力して業務に当たっています。

転職は不安なことも多いと思いますが、未経験でも業務が出来るよう
に研修も多く用意されており、日々、周りの皆さんに支えて頂きなが
ら、楽しくお仕事できる環境にありますので、興味関心のある方は、
是非トライしてみて下さい。



皆さんへのメッセージ

職場環境について

今担当している業務は？

農水省を志望した理由は？

肥料生産業者届出等の接受、輸入・生産量報告の取りまとめ、立入検査、
会議の開催等を行っています。昨年度（入省一年目）は、畜水産安全管理
課で愛がん動物用飼料（ペットフード）の業務を主に行っていました。

大学では化学を専攻し、卒業後、県の環境行政や分析センター等で約１０
年間働きました。これまでの経験や知識を活かしながら、異なる分野で働
いてみたい、国際的な業務につきたいと思い、転職を決意しました。

同僚（肥料担当）はみな自分より年上（4,50代）で、経験豊富で気さく
な方々なので、困ったことがあればすぐに相談できますし、安心して仕
事ができています。定時で帰宅でき、希望通りに年次休暇を取得できる
ので、十分な休息、趣味を楽しむ時間があります。

私のように農林水産業のバックグラウンドを持たない人も多く採用されて
います。少しでも興味があれば、ぜひ説明会に参加し、トライして下さい。

8:00

16:45

12:00

13:00

14:30

退勤

昼食

メール確認

出勤

オンライン会議参加
本省や事業者、他局、他部課と
肥料高騰対策について会議

疑義対応
府県や事業者からの問合せ対応

届出接受等
肥料生産業者届出等の確認、
接受後、電子システムに登録

フレックスタイム勤務
で30分早く出勤・退勤

② R３年度採用 農産安全管理課 副産物肥料管理係長

1５

とある一日のスケジュール



1６

8:30

17:15

12:00

13:00

10:00

退勤

昼食

メール確認

出勤

打合せ
調査地点の選定のため、生産者団体
とのWeb会議を実施

進捗状況報告
調査の進捗状況を整理し、上司や
本省宛てに報告

調整
調査の実施及び指針の普及啓発に
向けた府県及び生産者団体等と調整

普及啓発
生産者団体宛てにwebにより指針
を説明

③ R４年度採用 農産安全管理課 有害微生物管理係長

皆さんへのメッセージ

職場環境について

農水省を志望した理由は？

有害化学物質・有害微生物の関係業務を担当しています。具体的には、
国産米中のカドミウム・ヒ素含有実態調査及び栽培から出荷までの野菜
の衛生管理指針の普及啓発です。農産物の安全性確保のため、府県及び
生産者団体等の理解と協力を得ながら、実施しています。

一点目は食品の安全、衛生や表示等の分野で、調査したい、検査したい、
考察したいと感じたためです。二点目として、日本産や地域特産の食品
に付加価値を付けたい、良さを広めたいと思ったためです。

わからないことや困ったことがあれば、気軽に聞くことができ、相談に
のってもらうこともあります。相手をリスペクトしながら対応する雰囲
気の中で働いています。

「人が良い品をつくる」と書いて、「食品（しょくひん）」と私は読む
と思っています。人の善意ある行動の積み重ねがその美味しい安全な食
品を生み出す。私たちと共に実現していきましょう。

今担当している業務は？ とある一日のスケジュール



1７

電話対応
ペットフード安全法に関する問合せ

8:30

17:15

12:00

13:00

9:00

退勤

昼食

メール確認

出勤

セミナー参加
積極的に知識の蓄積

愛がん動物用飼料業者届の接受
ダブルチェック後、接受

愛がん動物用飼料業者届の内容確認
必要に応じて先方へ修正依頼

④ R４年度採用 畜水産安全管理課 生産資材監視係長

皆さんへのメッセージ

職場環境について

農水省を志望した理由は？

愛がん動物用飼料（犬及び猫）の製造・輸入業者届の受付等の業務を担
当しています。ペットフード関連の相談窓口業務では多様な問合せをい
ただくため、適切に案内できるように努めています。

「苦労の割には儲からない」「人間が生きていく上で根幹を担う方々が
称賛されない」状況を変えて、業界の発展に貢献したいと思ったからで
す。

イメージどおり真面目な人が多く、固い仕事ですが、親切で密かに面白
い人も多いです。また、フレックスタイムや休暇（大型連休）がとても
取りやすいなどワークライフバランスは最高です。

若年層の変革の力が求められていると思います。様々な立場で培ってき
た経験を活かして、アイデア溢れる快活な農林水産省を築きましょう。

今担当している業務は？ とある一日のスケジュール



業務上の関係が深い関連
機関を訪問して相互の業
務理解を深め、さらなる
連携を図っています。

多彩な研修プログラム
入省後は、農林水産省主催の研修をはじめ、近畿農政局・部・課ごとに研修が
用意されています。

消費・安全部では、消費・安全行政で
必要な基礎的な知識の蓄積、先輩職員
の経験談を通してキャリアプランを
考えることや、同期・職員との交流を
促進して、働きやすい職場環境を構築
することを目的に、毎月１回の研修を
実施しています。

FAMIC 神戸センター 植物防疫所(関西空港支所)
1８

農林水産省
主催の研修

近畿農政局
主催の研修

各課
主催の研修

消費・安全部
主催の研修



求める人材
選考採用者は、様々な社会人経験や専門知識を活かし、新しい視点と柔軟な創造力、
先輩と若手を繋ぐ役割などが期待されています。

多様な職員が在籍

1９

経験と知識

ベテラン職員

新しい視点と柔軟な創造力
先輩と若手の架け橋

選考採用者

新鮮なエネルギー

新卒採用者

異なる角度からの思考

関係機関からの出向者



私たちと一緒に
食の安全・未来の為に

働きませんか？

２０


